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当院においてR-CHOP療法またはPR-CHP療法の治療を受けられた

方およびそのご家族の方へ

－「未治療のびまん性大細胞型B細胞リンパ腫患者におけるPR-CIP療法とR-CHOP療法

の有効性の比較の検討」へご協力のお願い－

研究機関名およびその長の氏名：高知医療センター病院長小野憲昭

研究責任者：高知医療センター血液内科・輸血科今井利

1）研究の背景および目的

この研究では、未治療のびまん性大細胞型B細胞リンパ腫(DLBCL)の患者さんを対象に、現在の標準治

療であるR-CHOP療法（リツキシマブ、シクロホスフアミド、 ドキソルビシン、ビンクリスチン、プレドニ

ゾロン） とPR-CHP療法（ポラツズマブベドチン、 リツキシマブ、シクロホスフアミド、 ドキソルビシン、

プレドニゾロン）の有効性の比較を行うために行います。先行研究である治験の結果では、 PR-CHP療法が

R-CHOP療法よりも有効であることが報告されていますが、実臨床における有効性の比較はほとんど明らか

ではありません。この研究によって、 R-CHOP療法とPR-CHP療法の有効性の比較が明らかとなれば、DLBCL

の患者さんに対するさらに治療法の適切な選択が可能となると思われます。

2）研究対象者

2000年1月1日～2024年12月31日の間に岡山大学病院および共同研究機関でDLBCLの診断を受け、

CHOP療法を受けられた方1200名、またはPR-CHP療法の治療を受けられた方400名、高知医療センター

液内科・輸血科においては治療を受けられた方約25名を研究対象とします。
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3）研究期間

研究機関の長の許可日～2029年12月31日

情報の利用または提供開始予定日：研究機関の長の許可日から約1週間後

4）研究方法

当院においてPR-CHP療法の治療を受けられた方で、研究者が診療情報をもとに診療情報からデータを選

び、有効性や生存に関する分析を行い、 R-CHOP療法を受けた患者さんと比較します。このR-CHOP療法を受

けた患者さんは､既存のデータセット （研究課題名びまん性大細胞型B細胞リンパ腫の分子病理学的解明，

整理番号研2309-019）を二次利用して情報を取得いたします。

なお、この研究の共同研究機関は後述の研究組織に記載していますが、 R-CHOP療法を受けた患者さんに

関する既存のデータセットの共同研究機関は岡山医療センター・岡山市立市民病院・岡山ろうさい病院・岡

山赤十字病院・姫路赤十字病院・高知医療センター・愛媛県立中央病院・四国がんセンターです。

5）使用する情報

この研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、氏名、生年

月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報などが漏洩しないよう
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